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日本住血吸虫症に併存した肝細胞癌と鑑別困難で

あった肝血管腫の 1例

岡山大学医学部第 1外科学教室

津下  宏   三 村  久高須 伸 治

はじめに

最近では日本住血吸虫症に遭遇することはめったに

ないが,以 前は広島県片山地方,甲 府盆地,筑 後川流

域,沼 津地方が多発地方であった.本 症は慢性化 し,

肝線維症,さ らには肝硬変へと進行する.ま た同時に,

肝細胞癌の合併が臨床統計上多 くlj~5),動物実験でも

肝細胞癌発生の促進因子になるといわれているいつ。し

かし, 日本住血吸虫症に併存 した肝血管腫の報告は,

われわれが検索した範囲ではみあたらない。

われわれは慢性肝炎に伴 う肝細胞癌の診断にて手術

を行い,切 除標本にて日本住血吸虫症に伴 う肝血管腫

の診断を得た 1例 を経験 したので報告する。

症  例

患者 :64歳,男 性

主訴 :下肢の浮腫

家族歴 !母が40歳で胃癌にて死亡.

既往歴 !広島県福山市に在住,33歳 の時,左 腎結石

にて左腎摘術を受け, この時輸血を施行され, 1か 月

後に黄痘が出現し,急 性肝炎と診断された。62歳の時,

脳内出血にて入院加療を受ける。
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現病歴 t平成 2年 より脳内出血のため,近 医にて加

療を受けていた。平成 3年 8月 になり,下 肢の浮腫が

出現したため,腹 部 computed tomography(CT)を

撮影 され,こ のとき肝の後区域に space occupying

lesion(SOL)を指摘された.平 成 3年 12月20日当科外

来受診し,平 成 4年 1月 10日入院となる。

入院時現症 :体格,栄 養,中 等度.意 識明瞭.血 圧,

脈拍正常で,貧 血,黄 疸なし.胸 部異常なく,腹 部平

担で肝 1横指触知,陣 は触知 しない。

入院時検査成績 :一般検血,糞 便検査は異常なく,

血液生化学ではZTTの 軽度上昇を見るのみで他に異

常はない,血清学的検査では HBs抗 原陰性,抗体陽性

で,腫 瘍マーカーは正常範囲内であった (Table l)。

腹部 CT:単 純 CTで は,肝 後区域に直径2cm弱 の

low density areaを認め,周 囲との境界は不明瞭であ

る (Fig。 1),

肝動脈 造影 を行 うも同部 に は はっき りとした

tumor stain,poolingなどは,認 められなかった。こ

の際,リ ピオ ドール5ml注 入し,1か 月後の CTで は,

腫瘤に リピオ ドールの強い集積を認めると同時にその

周囲の亜区域門脈内にもwash outされていない リピ

オ ドールの集積を認めた (Fig,2A).さ らに 4か 月後

の CTで は,腫 瘤だけに リピオ ドールの強い集積を認

日本住血吸虫症 と肝細胞癌の関係については多数の報告があるが, 日本住血吸虫症に併存 した肝血

管腫の報告は,わ れわれが検索 した範囲ではみあたらない。われわれは,64歳 の男性で,computed

tomography(CT),超 音波エコー,magnetic resonance imaging(MRI),血管造影にて肝後区域の

肝細胞癌を疑い,肝 後区域切除術を施行した症例を経験 した。切除標本の病理組織像にて,肝 の間質,

とくに門脈枝に,日 本住血吸虫の石灰化 した多数の虫卵を認め,腫 瘤の部分は,venous hemangioma

の所見を呈していた。術前に施行した各種画像にて肝細胞癌 と鑑別困難であった理由として,腫 瘤が

肝表面に近 く,血 管造影,MRIに ても典型的な所見が得 られず,ま た 4か 月後の リピオ ドール CTに

ても,腫瘤に リピオ ドールの強い集積を認めたことであった。一般的に,非癌部では動脈,門脈の dual

supplyのため リピオ ドールが waSh Outされやすいが,本 症例では,門 脈校に多数の虫卵があり, リ

ピオ ドールの wash outを不可能にさせた可能性が示唆された。
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超 音 波 エ コー : 肝後 区 域 に, 直 径1 , 8 c m の

e c h o g e n i cな腫瘤 を認め,被 膜は認め られなかった

(Fを。3)。また,magnetic resonance inaging(MRI)

では T2強調像にて,淡 い高信号を呈していた。以上よ

り,画 像上,確 定診断を得ることは困難であったが リ

ピオ ドールが長期間集積してお り,肝 細胞癌が否定で

きないため,平 成 4年 2月 6日手術 (後区域切除術)

を施行した.

切除標本 :肉眼的には肝表面の癌暦様所見に加え,

腫瘍の断面は白色調が強 く,典 型的な肝細胞癌 とは異

なる印象であった (Fig.4).

病理組織像 !肝の間質, とくに門脈校に, 日本住血

吸虫の石灰化した多数の虫卵を認め,tumorの 部分は

不規則な壁内に平滑筋細胞をみる静脈の結節状の増殖

がみられ,venous hemangiomaの所見であった(Fig.

1993年8月

Fig,l Abdominal CT showing a low density mass

at posterior segment of the liver(arrOw).

Table I Laboratory data on admissison
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Fig. 2 Abdominal CT
A: At one month after lipiodolization, lipiodol

accumulation was observed in the tumor and the

surrounding portal area. B: At four month after
lipiodolization, lipiodol accumulation was observed
only in the tumor.

5 ) .

考  察

日本住血吸虫症 (以下, 日虫症)と ,肝 細胞癌 との

関係については,以前より多数報告されているll~つ.諸

家の報告分めによれば,臨 床統計的には日虫症併存肝硬

変症例では,肝 細胞癌の発生は10.6～27.6%, 日虫症

非併存肝硬変症例では,その頻度は5.0～7.7%で あ り,

日虫症併存症例では高率に肝細胞癌の発生をみる。さ

らに,動 物実験においても日本住血吸虫感染マウスに

は,高 率に肝細胞癌の発生をみることが報告されれて

お りいの,日 虫症が肝細胞癌発生におけるプロモーター

として関与している可能性があると考えられている。
一方,井 上 らゆによれば,虫 卵数と肝体積,形 態および

牌体積の間には相関関係はなく,虫 卵による機械的作

用が直接的に肝硬変や,肝 細胞癌の発生に影響を及ぼ

しているとは考えにくく,むしろ宿主の自己免疫作用,

肝炎ウイルス,ア ルコールおよび栄養障害等の他因子

が強く影響しているものと考えられているり.

今回のわれわれの症例は日虫症に併存 した肝血管腫
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Fig. 3 Ultrasonogram showing a echogenic mass
at posterior segment of the liver.

Fig. 4 Resected gross surgical specimen showing
Delle on the surface and white colored cut face.

であることが,病 理学的に判明した。 日虫症併存肝細

胞癌の形態学的特徴についての報告的1のはあるが, 日

虫症併存肝血管腫についての報告は,わ れわれが検索

した範囲ではみあたらない。術前に施行した各種画像

にて肝血管腫 と診断できなかった理由として,腫 瘤が

肝表面に近 くしかも小さく(直径1.8cm),血 管造影,

MRIに ても,典型的な所見が得られなかったためであ

る。また,リ ピオ ドール注入後,4か 月の CTに ても,

腫瘤に リピオ ドールの強い集積を認めてお り,肝 細胞

癌を否定しえなかった (Fig.2B).リ ピオ ドールの腫

瘍への集積機序につき,多 数報告1い13)がぁるが,一 般
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Fig. 5 Histological examination. Calcified ova of
schistosomiasis japonica was observed in the
portal area and the tumor consisted of venous
hemangioma which was characterized by dilated
vasculas channels and vascular spaces with
flattened endothelial cells (H & E stain, x125).

的には,腫 場の新生血管に付着,あ るいは塞栓により

血管内に停滞することに加え, リンパ系が未発達のた

め血管外に漏出した ピリオ ドールを回収することがで

きず,そ のために腫瘍内に長 く停滞すると考えられて

いる.し かし,非癌部では動脈 と門脈の dual supplyを

受けているため, リピオ ドールが waSh Outさ れやす

いが,本 症例では, 日虫症のため,門 脈枝に多数の虫

卵があ り,門 脈圧元進状態 とな リリピオ ドールの問脈

系への wash outを 不可能にさせたためではないか と

考えられた。
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A Case of Hemangioma of the Liver Associated with Schistosomiasis Japonica

Shinji Takasu, Hiroshi Tsuge, Hisashi Mimura and Kunzo Orita
First Department of Surgery, Okayama University Medical School

A relationship between schistosomiasis japonica and hepatocellular carcinoma has been reported. However,
there have been no reports of hemangioma of the liver associated with schistosomiasis japonica. A 64-year-old man
was diagnosed as having hepatocellular carcinoma by CT, echo, MRI and angiography. It was localized to the
posterior segment of the liver, and he was subjected to posterior segmentectomy. Histological examination of the
resected specimen showed calcified ova in the portal area, and the tumor consisted of a venous hemangioma. It was
difficult to diagnose as a hemangioma because of the peripheral, small-type and long-term accumulation of lipiodol
in the tumor. It appeared that a type of portal hypertension caused by the calcified ova of Schistosoma japonicum in
the portal area made it impossible to wash out the lipiodol.
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